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An early 20th-sentury Japan accepted, the relics of the Europe and the United States. The Japanese, 
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１． 研究の背景・目的及び方法 
（１）研究背景 
日本が欧米の文物を受け入れ続けていた 20 世紀初頭、
韓国においては、日本人の手によって主要な建物が次々と
建てられた。その一つの例に、旧ソウル駅と東京駅が挙げ
られる。ほぼ同じ時代に建てられたにも関わらず、東京駅
は現在でも使われている事を知った。その他、日本統治時
代の建築物は文化価値を認められず、放置され、崩壊して
いることが多く見られた。韓国と日本の歴史関係や近代建
築物などを調べたうちに、台湾と韓国は近代においてほぼ
同じ歴史的な背景を持っているにも関わらず、近代建築物
を大事に管理・活用している事を知った。このことから日
本統治時代に建てられた韓国と台湾の近代建築物を比較
して、現代に至るまでの経緯を研究することにした。戦争
が終わってから半世紀を経った現在、この近代建築物をい
かなる視線からみるべきであるかと問う。 
（２）研究の目的及び方法 
本研究の目的は日本統治時代における韓国、台湾の近代
建築の保存と活用の方法を精査し、近代以降の社会背景や
文化的価値の相違によるそれぞれの特徴を明確にするこ
とである。これから近代建築物の保存の意味について、再
考するのを最大の目的とする。 
本研究の方法としては日本・韓国・台湾に対した国ごとの
法律を比較し、どういう違いがあるがを探る。最後にはこ
れからの近代建築の行き方を探す事を研究方法とする。 
２． 日本・台湾・韓国における保存に関する法律比
較 
（１）日本の近代建築物保護制度［1］ 
文化財指定制度の補完として、申告と指導、助言、勧告
を基本とする緩和された保護措置が必要となる場面で、穏
やかな規制によって幅広く保護の網を掛ける目的で、1996
年 6月に文化財保護法を改定して導入された制度である。 
（２）台湾の文化資産保存法[2] 
1972年の日本と台湾の国交断絶を背景に 1974年に内政
部（国土交通省）より「清除台湾日拠時代表現帝国主義優
越感之植民統治紀念遺跡要点」（台湾日拠時代の日本帝国
主義の優越感を表現している植民地統治記念遺跡の撤去
に関する要点）が公布され、日本統治時代に建てられたも
のの多くが撤去されることとなった。 
その後、1970 年代の郷土運動の発生及び林安泰家(台北
市を代表する大規模な伝統的住宅)の取り壊し事件が古蹟
保存の意義について広く人々に再考促す契機となり、1981
年に行政院文化建設委員会が設置される共に、1982年に現
行法の文化遺産保存法が湾政府により制定された。 
（３）韓国の文化資産保存法[3] 
韓国の登録文化財制度とは既存文化財指定制度を補完、
文化財保護を多様化し、危機に直面した近代文化遺産を保
護する為に導入された。登録基準とは近代化の記念となる
物や象徴的な価値がある物、地域の歴史・文化的背景に即
してその価値があまねく知らせた物、技術発展や芸術的思
潮などその時代を反映するのに価値がある物などである。
登録主体は文化財庁長であり、文化財委員会の審議を経て
確定する。2001年の導入以来、2009年 3月現在、総数 422
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件の文化財が登録されている。 
（４）各国における近代建築に関する法律 
 日本においては 1996年、台湾では 1982年、韓国では 2001
年に入ってからそれぞれ実現されている。これらは、近代
建築の為に施行された法律でありが、その起源を辿ればそ
れぞれに基盤となる制度がそもそも存在していた事が分
かる。また、この三国の近代建築保護に関する法律の起源
は共に日本であるが、それぞれの国の組織や状況に合わせ
てその詳細は変化していた。これらの法律の存在を前提と
しながら、次章からは日本統治時代という歴史と関わりか
ら、近代建築物に対する扱いが名事例でどのように変わっ
てくるのかを見ていく。 
 
３． 日本に対する台湾 
（１）オランダ、スペインの統治期間[4] 
 1622年、オランダ東インド会社はまず明の支配下にあっ
澎湖を占拠し、東アジアに於ける貿易拠点を築いた。その
後 1624 年には明軍と 8 ヶ月に渡る戦火を交えた、両国の
間で和議が成立、澎湖の要塞と砲台を破棄し、オランダ人
が台湾に移ることを明朝が認めた。このようにして台湾を
占拠することとなったオランダ人は台湾の南部安平に
Zeelandia 城堡を築城し、台湾統治の中心とした。この時
期に建てられた建築は主に城堡や要塞、または宗教建築と
して植民地の権益を保護する為の施設である。 
（２）日本統治時代(1895年～1945年) 
 1894年、日清戦争で日本に打ち破られてしまった。敗れ
た以上、和議を結ばざるを得ず、講話の代価は領土割譲と
戦費賠償であった。オランダ人の手中から奪い返してすぐ
の 1684年に清朝政府の領土に組み入れらだが、あいにく 
1985年に日本への割譲が取り決められたi。 
a）二・二八事件の背景場所 
 1947年 2月 27日、台北市で闇タバコを販売していた女
性を、中華民国の官僚が摘発した。女性は土下座して許し
を懇願したが、取締官は女性を銃剣の柄で殴打し、商品及
び所持金を没収したのである。この事件をきっかけとし、
中華民国への怒りが遂に爆発した。非武装のデモ隊へ向け
て無差別に掃差を行う。多くの市民が殺害され、傷を負っ
た。 
民衆は台北公園に
集まり、台湾放送局
(現在の二二八紀念
館)に押入れ、全省へ
向け放送を開始、台湾
人は暴政に抗して決
起するよう呼びかけ
た。こうして台北市で衝
突は瞬く間に全島を各
地に広まり、各県・市 
もこぞって立ち上がり、
全島を挙げの政治抗争
へと開展してゆくこと
になった。 
b）形崩れ(走様)[5] 
 日本植民者の解釈と移植を経たために、いわゆる様式的
な語彙としての「模倣」が完全に成り立ったわけではなく、
いわばいささかの「形崩れ(走様)」があった。日本の植民
建築の様式的語彙は、あくまで区分される様式の範疇とす
ることは、実はいささかの無理がある。しかし、模範の問
題ではない。この種の「形崩れ」こそが、まさに台湾の日
本植民建築の様式における第二の特殊性の所在である。 
c）創造的破壊・破壊的創造‐台湾総督府 
 台湾の歴代の総統は、この建物の一般公開を行い、植民
値支配の遺物であり政治的権力の象徴という性格が強か
ったこの建物に、建物遺産、文化遺産という性格を与えて
いった。その過程において、この建物は指定文化財となり、
さらに新たな利用方法の検討がされている。更に、台湾に
おいては台湾総督府だけではなく他の多くの歴史的建物
も大事に扱われてきた。 
 
４． 日本に対する韓国 
（１）日本統治時代と景福宮研究背景 
日本は日清戦争の
勝利(1895)と共に朝
鮮を近代化させ日本
の支配力を拡張しよ
うとした。日清戦争
の勝利と同年、日本
は景福宮内の王妃の
寝所で明成皇后を弑
逆した。1895 年日本
軍の攻撃に身辺の脅
威を感じた高宗王と
王世子はロシア公使
館へ一時的に移動する。こうして景福宮は宮殿としての役
割を喪失してしまう。1897 年高宗王は慶運宮(現在の徳壽
宮)に戻ったものの、景福宮は空いている状態で管理さえ
行われていなかった[6]ii。1910年、日韓の合併の以後、統
監府を朝鮮総督府に変更する為、新築の場所を探すことに
なり、1911年、景福宮の維持費用に関する問題で景福宮の
一部の敷地を総督宮に渡してしまう。このような背景から
1912年以降、日本権力に対する当時の朝鮮人の反感が触発
されていく。 
（２）国都劇場と明洞国立劇場-登録文化財の導入の背景 
 1999年 9月韓国の重要な位置を示した‘国都劇場’が所
有者の再建築計画によって撤去された[7]。歴史的・建築
的に大きい価値を持っていた建築物であれ、文化財として
保護される事もなく、所有者の保存意思が欠如な場合、建
築法により滅失届けで別の制裁もなしで所有者の意思に
より簡単に取り壊されてしまうという問題が浮き彫りに
なった。その他、和信百貨店、済州大学本館なども保護さ
れずに所有者の意思により歴史の中へと消えていた。韓国
の近代建築は西洋の自主的な市民民主主義が定着してき
た時代とは異なり、侵略・占領による民族的な被害を受け
＜図１＞二二八事件発生当日の
台北駅の様子（出典：前アメリカ
駐台北副領事 Geor H、kerr 生前
所有。二二八紀念館提供） 
 
＜図 2＞光化門周辺の旧総督府庁舎
(1986)（出典：Park,Hye In『朝鮮
総督府庁舎の撤去問題を通じてみ
た韓国建築系の意識変化に関する
研究』、2011） 
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て否定的な時代認識に陥る事でより正当な価値を付けら
れなかった。しかし、近年になって韓国近代史に関する研
究が活発になることによって近代という時期が伝統と現
代をつなぐ架橋の役割を果たす時期であり、その当時に生
まれた歴史的産物は当時の文化と歴史を反映する象徴物
と成り得るという認識が拡散するようになる。 
（３）ソウル市役所と文化財-旧京城府庁舎 
 韓国文化財
庁は、2003年こ
の建物を国の
登録文化財に
登録していた。
文化庁として
は、建物を維持
したまま図書
館への転用を
要求していた。
ソウル市が建
物の一部を保
存する事で両者は合意したかに見えたが、正式には合意に
至らないまま、ソウル市は解体工事を強行した。2008年 8
月、文化財の原型保存の為、建物を壊すのはいけないとい
う文化財庁の勧告を無視し、登録文化財 52 号であるソウ
ル市庁を解体しようとしたソウル市の行為に急制動が掛
かってきた。ソウル市庁が国家史的指定と同じような効力
を発揮する史的で、｀仮指定｀を行いまた、破壊の場合は
現状復旧の命令まで出たのである［9］。ソウル市は一応、
撤去工事を中断したが外壁と塔室を含む中央部分を残し、
旧庁舎の裏庭部分を使って、2010年から新築工事が始まっ
た。 
 2003年ソウル市登録文化財 52号として指定されたが、
新庁舎を建立する際にソウル図書館となった。ソウル市は、
リノベーションとはいえ、ファサードとドーム、中央ホー
ルだけを残し、その他すべて解体し、現在の図書館を建設
した。後ろに建てられている新庁舎は 2012年に iArc代表
Yu Geol の設計で建設された。しかし、上階部は曲がって
おり、破格的な外観は不安定な印象を与え、周辺の建物と
調和していないなど批判も多い。 
（４）塗り替える歴史の変化 
 韓国に現在する近代建築物の多くは日本の残滓という
側面を持ち、壊れても構わないという意識が強かった。し
かし、1984 年のある新聞記事で紹介された旧ソウル駅は、
優れた建物として紹介され歴史の一場面を飾っていた。ま
た、ソウル市庁においても、現代においては新たな歴史が
育まれ、一部の若者達にとっては親しみ深い近代建築の一
つとして扱われていた。 
 少しずつではあるが歴史の歩みを変えていく韓国の姿
を、そこに見出せるのではないだろうか。 
 
５． 日本に対する韓国 
（１）西洋とアジアに関する近代の認識 
 西洋に近代は 14世紀以後、ルネサンス、宗教改革、
地理上の発見などで封建社会の限界を超えて、18世紀、
または 19世紀に入ってきて産業革命と市民革命による
資本主義の秩序を創出することに成功した。その一歩、
アジアの近代化とその特殊性を調べると西洋の判断基
準によって適用されるが韓国・台湾の場合は少し違う。
韓・台は外部の侵略により、固有の資本主義が破壊され、
その結果外国と同じ資本家として急成長する。また、反
帝/反封建時代を近代で見る西洋に比べると韓・台の時
期は少し違うので近代区分は定立できないだろう。なの
で、建築だとしたら主体的役割と建築自体の連続性を維
持するのが西洋の認識だとしたら、侵略された事の象徴
的な表現物として認識するアジアと近代建築に関する
発生背景と意味は違う。 
（２）日本・韓国・台湾に関する近代建築の時期 
 日本近代建築という期間は、幕末(1863～1865)以後に建
てられた新たな建築だと年表を記述している。次は、韓国
に於ける近代建築に関する説はこのようにあるが私は開
国以降に建てられた新たな建築であり、日本統治時代
(1911～1945)を意味している［10］。台湾が本格的に開発
されるようになったのは 16世紀の明朝時代になってから
である。 
1895年に至って台湾は日・中戦争で日本に編入になり、約
50年間に渡って日本統治時代が始まる。当時、日本は明治
維新の余力により、台湾に対しても改革を実施、近代化は
加速化する。なので、本格的な近代化としたら日本統治時
代（1895～1945）である時点が近代化時期だといえる。 
 
６． 結章 
（１）近代建築に対する認識の差‐台湾・韓国アに関する
近代の認識 
 韓国では災害、自意的な現象変更、戦争による破壊、都
市開発、民族にする変化など、様々な要因による国民的感
情と潜在意識的な対応によって、近代建築は断続に毀損、 
破壊されてきた。しかしながら、近代建築が政治的な変化
に影響される附属的な性格を持つとして、建築的側面から
見てみると韓国の建築の発達に大きな影響を与えた事も
また否定できない事実である。 
 台湾は300年に渡る歴史の変遷を見てみると制限された
空間の上に、多様な政治、経済、社会、文化の変革が行わ
れたことが分かる。ある部分は外世によるもの、またある
部分は自体変革の中で行われたので、歴史の流れは絶えず
連続的に前を向いて進展した。台湾の文化が複雑な性格の
特徴を持つのは事実である。台湾社会の変動は歴史的な宿
命の中で生存する為に表れた現象ではないだろうか。 
（２）結論 
一つ、韓国はかつて軍事政府から現在の民主政府に移行
した。民意をくみ取る事より政府による判断が優先する時
代でもあったが、少しずつ客観的な視点で大勢を見る変化
も出来てきたと言える。また、台湾のように歴史を受け入
れ、どのように後世へと説明すべきがを模索する動きも見
られる。近代建物それ事態は韓国の歴史にもあり、広く見
ればそれは世界の中で生まれた事実でもある。この事実を
きちんと受け止め、現在する近代建築をどのように活用し
評価していくか、その方法を探求していくべきであろう。 
＜図 3＞前)旧ソウル市庁舎と (後)新市
庁舎 
(出典：Choe、SeungSik、『中央日報』、
2012、5、23)旧ソウル市庁舎は 2009年、4
年間の改装工事を終え、2012 年 10 月 26
日ソウル図書館として甦った。 
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二つ、日本統治時代の建物であるから撤去すべきとは言
え、その関連法律は日本の法律が元となっている。更に、
その古い文化財保存法では日本統治時代の建物は対象と
されず、2001年にようやく近代建築物を保存する登録文化
財制度が施行された。であるなら、文化財的な保存の限界
から離れ、韓国独自の法律や判断基準として統一的な目線
で建物をみるべきではないだろうか。 
三つ、歴史は書き換わる。上記でも既に述べたことであ
るが、1984年のソウル駅は素晴らしい建物として紹介され
ていた。それがある影響で日本統治時代の残滓になり、放
置されるという事態に陥る。誰かの先入観が作用作した意
見ではなく、歴史的な観点から公平に建造物を判断する目
線が必要ではないだろうか。韓国・台湾では歴史の主体が
変わるので、その主体を判断する力も求められる。 
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